
株式会社い　しやサクラ

鋼製小物（鉄小物）の用途は、一般外科、整形外科、産婦人科、眼科、耳鼻科などの診療科ごと、その術式にあっ
た形状になっているため大変複雑です。主な製品について説明文を付けるようにいたしました。

鋼製小物（1）製品名をクリックすると該当ページが表示されます
製品カタログ

▶ さくら印の器械は此の工場で生産します。 発売元：㈱いわしや松本器械店　カタログ発行：昭和32年（1957）

※姉妹工場の説明とコッヘル氏止血鉗子の製造工程を示した図と落槌機の写真と説明です。
※さくら印刀類（メス）の用途は人体の皮膚、筋肉、臓器など、いろいろな組織の切開、切除に使用します。
※さくら印鑷子（ピンセット）の用途は、外科的処置や手術の際、皮膚や組織または異物等をつかむとか、把持するために
使用します（無鈎、有鈎とも）。無鈎鑷子は各種ガーゼ、消毒綿類を持つときなど、医師と看護師との間での受渡し等に
使用します。有鈎鑷子はカギ状の突起があり、固い組織などをしっかり掴むために用います。
※さくら印剪刀（はさみ）の用途は、外科的処置や手術に際し、人体の組織、臓器などを切る（剪徐・剪断と表現すること
もある）目的に広く使用されます。使用頻度は極めて高いです。
※さくら印止血鉗子類の用途は、手術部位の血管を挟んで止血するために使います。
※さくら印持針器類の用途は、縫合針を把持して縫合するために使います。
※その他の輸送器の用途は、深部手術中に集束結紮の必要な時、先端の把持部で結紮糸をくわえ、組織を貫通させて送る
ために使用します。動脈瘤針は先端に縫合糸を通す小孔があり、深部の血管や組織の結紮に使用します。
※縫合針・縫合糸の用途は、手術に際し、縫合や結紮のほとんどで使用され、切開部、切除部、切断部、吻合部の結紮や縫合、
補強のための縫合、止血のための結紮、皮膚縫合等で広汎に使用されます。小外科セットは最低限の手術に対応した外
科セットで金属函入りです。

発売元：㈱いわしや松本器械店　カタログ発行：昭和32年（1957）

裏面にはメス・ハサミ・ピンセットが掲載されております。用途はさくら印メス・ハサミ・ピンセットをご覧ください。

▶ サクラの止血鉗子・持針器・縫合針・その他

▶ 前田・岩原氏脊髄手術要具 発売元：㈱いわしや松本器械店　カタログ発行：昭和32年（1957）

用途は脊髄腫瘍、癒着、炎症性疾患、脊椎骨折、脱臼による脊髄損傷、椎間板ヘルニア等の手術に使用する器械です。
さくら印骨手術用器械の用途は、骨手術で使用し骨を切断、削合、固定、把持、牽引など使用する器械です。
さくら印鈎類の用途は、外傷による創口、切開手術野をおおう組織、筋肉などを開き拡げ手術を容易にするために使用します。
さくら印注射器・注射針、注射器の用途は、薬液、血液、血清、ワクチン等をはじめ、診断、治療、麻痺、麻酔等の目的で
人体の皮下、皮内、筋肉、血管、臓器、骨髄、淋把管等に液体を注射、または人体から血液、体液、分泌液等を吸引採取す
るために使用します。注射針の用途は人体の皮下、皮内、筋肉、血管、神経その他に治療または検査のため薬剤、または
血液等を注射、注入し、体液、血液等を採取するための細い管状の針です。
神中氏改良鋼線結締器の用途は、大腿骨、脛骨など長管骨の骨折部や亀裂を整復固定するためステンレス鋼線等で縛り締
付けるための器械です。
岩原氏後頭下穿刺針の用途は、脳脊髄液の採取あるいは圧測定に際し、後頭下へ穿刺するために使用します。
櫻式電気骨手術器械の用途は、骨の穿孔、孔端の拡大、キルシュネル鋼線刺入等に電動で使用する器械で、鋼線牽引装置
が付属しております。
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